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「長崎大学ワークスタイルイノベーション（WSI／働き方見直し
プログラム）」は、ライフイベントおよびワークライフバランスに
配慮した職場環境の実現を目指し、それぞれの業務・職場における
課題改善にPDCAサイクルで取組むプログラムです。

「WSI通信」では、参加チームの取組の様子や、働き方見直しに
役立つ情報・ツールなどをご紹介します（季刊予定）。
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【お問い合わせ】
国立大学法人長崎大学 ダイバーシティ推進センター
TEL : 095-819-2889（内線：3471） FAX：095-819-2159
MAIL : omoyai_staff@ml.nagasaki-u.ac.jp https://www.cdi.nagasaki-u.ac.jp

病院 産科婦人科 病院 小児科 病院 麻酔科

令和4年2月5日開催 令和3年度長崎大学病院働き方改革シンポジウム

令和3年度「病院の働き方改革シンポジウム」を開催いたします。今年度、長崎大学
病院における働き方改革の参加チームによる取組成果の報告に加え、糸魚川総合
病院の取組チームの発表、岡山大学病院の片岡仁美先生にご講演いただきます。
働き方改革関連法案が施行され、働く環境が変わりつつある今、多忙を極める医

療現場における働き方改革について一緒に考えてみませんか。

日時：令和4年2月5日（土） 10：00～12：00
方法：オンライン
対象：学内教職員、医療関係者、一般市民
内容：長崎大学全体の取組と成果発表

講演
取組チームによる成果発表

申込フォーム

申込締切：令和4年2月2日（水）

取組チームによる成果発表

長崎大学病院：産科婦人科・小児科・麻酔科、糸魚川総合病院チーム

●ゴールイメージ
①何でも相談しやすく②仕事以外の話もできる雰
囲気の良さを持ち③お互いを信頼して仕事を任
せあえるチーム

小児科チームは、個々の事情への配慮があり、
雰囲気や関係性が良いというみなさんの認識の
もと、当直体制や業務の負担差、カンファレンス
の時間について等様々なアクションに取組ました。

●ゴールイメージ
①質の高い医療を提供し、論文数も増やすことで、
周り・患者さんからも評価の良いチーム②風通し
が良く、多様性も認めあえる寛容なチームで、
個々の成長をお互いにサポートできるチーム

麻酔科チームは、本取組以前より様々な取組を
実施し、働きやすい環境作りへの意識が高い
チームでした。今年度は、朝礼の工夫、ヘルプ体
制の実施など、さらに取組を進めました。

取組2年目の産科婦人科チームは、昨年度進め
ることができなかった病棟グループの編成につい
て、何度も協議を重ねました。長年やってきたこ
とを変えることは簡単ではありませんが、より良
いチームを目指し、意見を出し合いました。

講演 ： 片岡 仁美 氏

（岡山大学病院 ダイバーシティ推進センター 教授）
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適用対象者

適用象者

令和３年度アンコンシャスバイアスセミナー
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